
「思いやりを大切にしたい」ポスター部門で「ともしび大賞」（３面参照）を受賞した小田原市立城山中学２年の鈴木恵美里さんは、
中１の時総合学習で福祉を選択した。祖母の車椅子を学校に持ち込み体験することから始めてみると、意外に苦労が多いことに気
付かされる。祖母と行くケアセンターでは障害を持つ方とも出会う。「描くだけでなく、実際にふれあいながら考えると学ぶ事も
多いです。大賞を一番喜んでくれるのは、こんなきっかけをくれた祖母だと思います」と爽やかに話す。　（写真・文　菊地信夫）
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ミ
ス
や
間
違
い
は
つ
き
も
の
。
と
は
い
え
信
頼
で

成
り
立
つ
記
事
に
そ
れ
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
小
紙
で

も
「
ミ
ス
撲
滅
」
に
心
血
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
主
流
の
最
近
は
変
換
ミ
ス
の
恐
れ
が
付

き
ま
と
い
ま
す
。
こ
れ
は
笑
え
な
い
し
、
と
ん
で
も

な
い
誤
解
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
い
く
と
昔

の
手
違
い
は
、
そ
の
内
幕
、
内
情
が
か
い
ま
う
か
が

え
、
情
状
酌
量
の
余
地
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

小
紙
で
も
伝
説
の
域
に
達
し
て
い
る
�
名
作
�
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
極
め
つ
け
は
火
事
の
記
事
。

「
警
察
は
、
火
元
の
湯
沸
か
し
器
を
呼
ん
で
事
情
を

聴
い
て
い
る
」
と
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

ま
だ
、
文
選
と
い
っ
て
手
作
業
で
鉛
活
字
を
拾
っ

て
記
事
を
組
ん
で
い
る
時
代
の
こ
と
。
時
間
に
追
わ

れ
、
活
字
を
抜
き
差
し
し
て
記
事
の
差
し
替
え
を
行

っ
て
い
る
う
ち
、
文
章
が
混
乱
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
ミ
ス
に
対
す
る
読
者
の
反
応
が
ま
た
泣
か
せ

る
も
の
で
し
た
。「
こ
れ
だ
か
ら
神
奈
川
新
聞
は
や

め
ら
れ
な
い
」「
湯
沸
か
氏
は
事
情
聴
取
に
な
ん
と
答

え
た
の
か
、
続
報
を
」。
そ
ん
な
手
紙
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
な
ん
と
温
か
い
、
諧
謔
の
味
…
。
古
き
良
き

時
代
を
思
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

殺
伐
と
し
た
現
代
。
中
に
は
間
違
い
で
あ
っ
て
く

れ
れ
ば
と
思
う
ニ
ュ
ー
ス
さ
え
あ
り
ま
す
。
今
年
は

世
相
も
穏
や
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

神
奈
川
新
聞
文
化
部
長　

福
江
裕
幸

目
次
…
…
…
…
…C

O
N
T
E
N
T
S

　

年
社
会
福
祉
関
係
叙
勲
・
褒
章
等
受
賞
者  
…
…
２
・
３

１４と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
決
定  
…
３

２
０
０
２
年
福
祉
の
動
き  
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
・
５

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
と
ホ
カ
ロ
ン
の
温
も
り
の
中
で  
…
…
６

本
年
度
ケ
ア
マ
ネ
試
験
結
果
の
お
知
ら
せ  
…
…
…
…
…
６

連
載
・
企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
�  
…
…
…
…
８
・
９

“ＫＡＮＡＧＡＷＡ”

２００３ №６１４1



第６１４号　福祉タイムズ　２００３．１．１５　第三種郵便物認可 （２）

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

叙勲・褒章等受賞者

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
���
�
	


�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�

��

��

��

�

◇民生委員児童委員優良活動団体
屏風ヶ浦地区民生委員児童委員協議会（横浜市磯子区）子育て支援グループ「たんぽぽ」（川崎市幸区）
◇社会福祉事業施設の長・社会福祉事業団体関係功労者
前田長靖（恵和青年寮施設長）清水フミ子（まきが原愛児園園長）森三郎（ソーレ平塚施設長）加茂坂幸昌（シルバータウン相模原特別養護
老人ホーム施設長）
◇社会福祉事業施設従事功労者
紺野悦（ルンビニ合掌苑調理員）石川喜多子（川崎乳児保育所所長）寺村洋子（川崎市恵楽園寮母）小鹿八千子（共楽荘主任寮母）霜降靖代
（渕野辺保育園保育士）嶋田ケイ子（ふくざわ保育園保育士）
◇共同募金運動奉仕功労者
阿内和子（川崎市川崎区）吉野友一（川崎市中原区）武田市太郎（茅ヶ崎市）太田金太郎（厚木市）
◇共同募金運動奉仕功労団体
横浜市健民少年団（横浜市）日本ボーイスカウト横須賀地区協議会（横須賀市）日本ボーイスカウト神奈川連盟小田原地区協議会（小田原市）
◇福祉事務所等職員功労者
栗原ちゆき（神奈川県立婦人相談所課長）永井洋保（神奈川県立総合療育相談センター課長補佐）勝田雄二（横浜市鶴見福祉保健センター係
長）齋藤勲（横浜市中福祉保健センター係長）松橋秀之（横浜市中央児童相談所係長）小林明洋（川崎市幸区役所区民福祉部副主幹兼係長）
仁上兼男（川崎市川崎区役所大師地区福祉センター副主幹兼係長）石川忠義（相模原市相模原福祉事務所副主幹）
◇生活保護指導職員等功労者
泉新一郎（横須賀市福祉事務所嘱託医）宇野昭遠（海老名市福祉事務所嘱託医）
◇訪問介護員（ホームヘルパー）功労者
松永君江（横須賀市）

法務大臣表彰
◇保護司
今村鎭夫（中）宮入昭（鶴見）故・服部順一、浮塩勉（神奈川）金子豊正（青葉都筑）田村和子（保土ヶ谷）北條祐勝（栄）山�静子（瀬谷）
石渡勝朗、佐藤三郎（川崎大師）金子順一郎、佐藤利和、中村信一（中原）池田正順（高津）吉野浪子、井田正夫（多摩麻生）萩美枝子、服
部融宣（鎌倉）小倉一�（藤沢）小林博昭（大和綾瀬）久保田栄一（相模原）山口政男（平塚）小室治男（津久井）青山伊佐雄（小田原）松
本幸（足柄上）
◇更生保護法人役職員
藤木幸夫（まこと寮）
◇更生保護婦人会員
水村日出子（西）小川孝子（三浦）長塚ギン（伊勢原）
◇“社会を明るくする運動”民間協力者
合資会社春鳳堂（中原）

日頃のご尽力に厚く御礼
申し上げるとともに、益々
のご活躍を祈念いたします。
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平成14年社会福祉関係者
叙勲・褒章・功労賞
◇勲四等旭日小綬章
岡本昭一（元県福祉部部長）山田尚典（横浜市社会福祉協議会横浜生活あんしんセンター担当理事）
◇勲四等瑞宝章
白井好次（元神奈川県農業協同組合中央会会長）
◇勲五等双光旭日章
小島一也（川崎市多摩・麻生区保護司会副会長）
◇勲五等瑞宝章
飯田豊子（横浜市西保護司会副会長）石渡與惣右衛門（元川崎市川崎区保護司会副会長）　今村義彦（元横浜訓盲院施設長）　大西芳子（平塚
ふじみ園業務課長）　風見正見（川崎市中原区大戸地区社会福祉協議会副会長）　鹿島庄平（川崎市中原区保護司会会長）　志澤正久（川崎市幸
区保護司会）　渋谷章（相模原市保護司会）　瀬良梅子（横浜市鶴見保護司会理事）　�橋照雄（川崎市多摩・麻生区保護司会会長）　玉盛達雄
（心泉学園施設長）　鳥海恭子（平塚特別養護老人ホーム施設長）　野地博（小田原地区保護司会会長）三縄好一（横須賀保護司会南支部総務
部副部長）渡辺三郎（横浜市南保護司会副会長）　
◇勲六等単光旭日章
国分一三（神奈川県傷痍軍人会副会長）斉藤利純（元三浦市民生委員児童委員協議会会長）田所武弘（相模原市民生委員児童委員協議会副会
長）横井久運（元横浜市鶴見区民生委員児童委員協議会会長）
◇勲六等宝冠章
小林千代（元横浜市中区民生委員児童委員協議会）鈴木福代（元厚木市民生委員児童委員協議会顧問）　
◇黄綬褒章
北原頼子（元ゆうかり保育園主任保育士）橋口章公子（元林台保育園主任保育士）　
◇藍綬褒章
相田正子（元厚木市民生委員児童委員協議会女性部会副部会長）浅岡タカ子（厚木地区保護司会理事）伊藤文子（横須賀保護司会中央支部理
事）井上三郎（神奈川県指定自動車教習所協会会長）内田幸三郎（元藤沢市保護司会）金子光男（横浜市磯子区民生委員児童委員協議会会長）
郷原久二男（鎌倉地区保護司会副会長）　後藤君之助（横浜市中保護司会分区長）佐伯省三（伊勢原市社会福祉協議会会長）内藤興（茅ケ崎地
区保護司会副会長）橋本弘（神奈川県歯科医師会副会長）本多興一（元川崎市高津区保護司会）松本雅憲（足柄下保護司会会長）山田成（元
横浜市神奈川区民生委員児童委員協議会副会長）和田花江（相模原市保護司会副会長）
◇神奈川文化賞
李仁夏（社会福祉法人青丘社理事長）
◇川崎市社会功労賞
芽の字会（視覚障害者への点訳活動ボランティア）

厚生労働大臣表彰
◇民生委員児童委員功労者
堀川善治（横浜市神奈川区）溝尾弘（横浜市戸塚区）大越由美子（横浜市旭区）石原チエ子（横浜市青葉区）関鶴子（横須賀市）宮内�明
（横須賀市）郷原久二男（鎌倉市）矢代仙（藤沢市）苗村信子（逗子市）晴山一正（大和市）

※
本
年
度
「
と
も
し
び
大
賞
」
を
受
賞

し
た
、
小
田
原
市
立
城
山
中
学
校
二
年

の
鈴
木
恵
美
里
さ
ん（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

の
作
品
と
、
私
立
鶴
見
女
子
高
等
学
校

三
年
の
兼
子
朋
美
さ
ん
（
絵
本
の
部
）

の
作
品
は
、
本
紙
一
・
十
面
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

年
二
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
横

浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
（
横
浜
市
西

区
）
内
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
こ
は
ま
」

の
ほ
か
、
三
月
十
五
日
・
十
六
日
に
か

な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
神
奈

川
区
）で
開
催
さ
れ
る「
市
民
活
動
フ
ェ

ア
二
〇
〇
三
」
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

思
い
や
り
や
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
作

品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

（
と
も
し
び
普
及
課
）

　
「
み
ん
な
が
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」を

テ
ー
マ
に
、
県
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
・
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
に
作
品

を
募
集
し
た
「
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・

絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
今
年
度
も
数

多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
の
部
が
第
二
十
三
回
目
、

絵
本
の
部
は
第
十
六
回
目
を
迎
え
る
今

回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
昨
年
度
の
応

募
数
を
大
幅
に
上
回
る
、
ポ
ス
タ
ー
一

千
四
百
八
十
六
点
、
絵
本
三
百
二
十
一

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
審
査
会
を
経
て
、
ポ

ス
タ
ー
の
部
・
絵
本
の
部
と
も
、
と
も

し
び
大
賞
一
点
、
最
優
秀
賞
六
点
、
優

秀
賞
・
佳
作
各
二
十
点
、
計
四
十
七
点

の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
八
日
に
、
横
浜
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
・
情
文
ホ
ー
ル
（
横
浜
市

中
区
）に
て
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

本
会
阿
部
絢
子
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
、
絵
本
の
部
の
各
入
賞

者
へ
賞
状
等
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
審
査
委
員
を
代
表
し
て
、
ポ

ス
タ
ー
の
部
は
画
家
の
土
田
邦
彦
氏
よ

り
、
絵
本
の
部
は
県
立
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
研
修
指
導
主
事
兼
指
導
主
事
の
平

野
明
氏
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
絵
本
を
作

る
う
え
で
の
コ
ツ
を
交
え
た
、
心
温
ま

る
ご
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
入
賞
し
た
作
品
は
、
平
成
十
五

と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
！表彰式のようす
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福 祉 の 動 き
１２３４５６

福
祉
関
連
の
う
ご
き
（
〇
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

○
国
土
交
通
省
は
駅
の
施
設
や
乗
り
換
え
案
内
等
の
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
統
一
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ら
く
ら
く
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
」
の
本
格
運
用
を
開
始

○
昨
年
か
ら
和
解
協
議
を
続
け
て
い
た
国
と
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
原
告
団
が
「
基
本
合
意
書
」
に
合
意
、
調
印
式
を
行
う

○
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｓ
障
害
者
放
送
統
一
機
構
が
、
聴
覚
障
害
者
に
通
信
衛
星
を
利
用
し
た
災
害
情
報
伝
達
実
験
を
全
国　

カ
所
で
実
施

４０

◇
横
浜
市
は
福
祉
事
務
所
と
保
健
所
を
統
合
・
再
編
し
、
各
区
に
「
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所

◇
青
葉
区
社
協
が
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
あ
お
ば
」
を
開
設

○
政
府
・
与
党
は
、
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
の
最
終
見
直
し
案
を
明
ら
か
に
。
支
給
５
年
後
の
給
付
減
額
や
新
た
に
無
利
子
の
貸
付
金
制
度
も
創
設

◇
県
が
政
策
評
価
の
結
果
を
公
表
。
宿
所
提
供
施
設
の
管
理
運
営
費
補
助
等
を
含
む
、
県　

事
業
の
休
廃
止
を
検
討
す
べ
き
と
結
論

１７

◇
川
崎
市
は
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
２
０
１
１
年
度
を
期
限
と
す
る　

カ
年
の
保
育
基
本
計
画
を
発
表

１０

★
「
第　

回
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会
」
を
開
催
③

４０

○
厚
生
労
働
省
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
乳
児
期
の
み
に
す
る
方
針
を
固
め
る

○
厚
生
労
働
省
は
少
子
化
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
若
い
世
代
で
構
成
す
る
「
少
子
化
社
会
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
設
置

○
厚
生
労
働
省
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
危
機
管
理
に
関
す
る
検
討
会
」
が
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
指
針
を
発
表
⑦

◇
県
の
実
態
調
査
結
果
で
特
養
や
老
健
で
利
用
者
の
行
動
を
制
限
す
る
身
体
的
拘
束
を
行
っ
て
い
る
施
設
が
９
割
を
超
え
る
こ
と
が
判
明

◇
県
「
少
子
化
時
代
の
子
育
て
支
援
取
組
指
針
」
を
策
定

★
身
体
拘
束
の
調
査
で
特
養
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
の　

％
が
車
い
す
に
固
定
、　

％
が
ベ
ッ
ド
柵
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

１０

１８

○
総
務
省
は
郵
政
民
営
化
に
向
け
、
第
３
種
・
第
４
種
郵
便
を
原
則
廃
止
す
る
方
針
案
を
発
表

○
厚
生
労
働
省
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
者
向
け
の
指
導
指
針
を
改
定
。
介
護
居
室
は
原
則
個
室
等
の
規
制
強
化
を
決
定

◇
本
年
度
県
内
の
５
割
を
越
え
る
自
治
体
が
、
介
護
保
険
の
減
免
制
度
を
実
施

◇
県
は
昨
年
度
の
県
所
管
の
児
童
相
談
所
で
受
け
た
児
童
虐
待
相
談
件
数
を
ま
と
め
る
。
前
年
に
比
べ
１
・
７
倍
に
急
増

◇
県
は
肢
体
不
自
由
者
が
通
学
す
る
県
立
養
護
学
校
８
校
全
て
に
看
護
師
を
配
置

◇
県
は
無
認
可
保
育
施
設
を
「
私
設
保
育
施
設
」、
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
を
「
夜
型
保
育
施
設
」、
市
町
長
認
定
の
小
規
模
保
育
施
設
を
「
認
定
保
育
施
設
」
に
改
称

◇
横
須
賀
市
は
市
立
田
浦
保
育
園
の
運
営
を
民
間
会
社
に
委
託
（
全
国
で
２
例
目
）

★
本
会
組
織
再
編
。
�
か
な
が
わ
と
も
し
び
財
団
と
の
一
体
化
を
図
る
⑤

○
政
府
の
行
政
改
革
推
進
事
務
局
は
、
非
営
利
法
人
全
体
を
対
象
に
組
織
運
営
や
情
報
公
開
の
あ
り
方
等
の
原
則
を
定
め
る
基
本
法
を
制
定
す
る
方
針
を
固
め
る

○
総
務
省
は
こ
れ
ま
で
簡
易
保
険
の
加
入
を
一
律
に
拒
否
さ
れ
て
き
た
先
天
性
疾
病
児
童
の
加
入
の
可
否
を
巡
る
判
断
基
準
の
再
検
討
を
決
定

○
財
務
省
は
失
業
手
当
や
生
活
保
護
の
受
給
基
準
額
の
引
き
下
げ
を
盛
り
込
ん
だ
「
２
０
０
３
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方
」
の
素
案
を
明
ら
か
に

◇
県
中
央
児
童
相
談
所
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
県
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
「
児
童
虐
待
相
談
援
助
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ぶ

◇
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
「
神
奈
川
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
連
携
指
針
」
を
策
定

◇
横
浜
市
各
区
の
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
乳
幼
児
健
診
の
未
受
診
者
の
約
８
割
が
、
市
か
ら
の
郵
送
に
よ
る
問
合
せ
に
回
答
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

◇
川
崎
市
が
市
内
の
重
度
心
身
障
害
児
・
者
の
状
況
調
査
報
告
書
を
公
表
。
高
齢
化
に
よ
り
介
護
者
の
約
７
割
が
身
体
の
不
調
を
訴
え
る
等
深
刻
な
状
況

◇
川
崎
市
は
、
所
得
に
応
じ
て
最
大　

％
の
家
賃
が
補
助
さ
れ
る
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
の
事
業
を
開
始

３５

社
会
の
う
ご
き

▽
欧
州
単
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
の
流
通
開
始

▽
米
フ
ロ
リ
ダ
の
高
層
ビ
ル
に
小
型
機
激
突

▽
雪
印
食
品
牛
肉
偽
装
事
件

▽
金
融
再
編
、Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
ス
タ
ー
ト

▽
キ
ト
ラ
古
墳
で
世
界
最
古
級
の
十
二
支
像
発
見

▽
冬
季
五
輪
、米
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催

▽
日
米
首
脳
会
談
、米
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
初
来
日

▽
国
産
最
大
級
ロ
ケ
ッ
ト
Ｈ
２
Ａ
打
ち
上
げ
成
功

▽
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
「
千
と
千
尋
」
が
金
熊
賞
受
賞

▽
ヤ
コ
ブ
病
訴
訟
は
５
年
４
カ
月
で
和
解
成
立

▽
横
浜
市
長
選
挙
、無
所
属
の
中
田
氏
が
当
選

▽
台
湾
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
発
生

▽
学
校
５
日
制
ス
タ
ー
ト

▽
小
泉
首
相
靖
国
神
社
を
参
拝

▽
み
ず
ほ
Ａ
Ｔ
Ｍ
ト
ラ
ブ
ル
発
生

▽
川
崎
協
同
病
院
筋
弛
緩
剤
投
与
事
件

▽
北
朝
鮮
の
５
人
が
中
国
の
日
本
領
事
館
に
駆
け
込
み

▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ス
ー
チ
ー
さ
ん
自
宅
軟
禁
解
除

▽
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
、
日
韓
共
同
で
開
催

▽
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
立

▽
ゴ
ル
フ
丸
山
茂
樹
氏
、
日
本
男
子
初
の
米
ツ
ア
ー
２
勝
目

▽
鈴
木
宗
男
議
員
、あ
っ
せ
ん
収
賄
容
疑
で
逮
捕

▽
横
浜
市
「
福
祉
特
別
乗
車
券
」
の
偽
造
券
発
覚

▽
歌
手
・
村
田
英
雄
さ
ん
逝
く
。
享
年　

歳
７３

○全国の動き
◇県内の動き
★本会の動き
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2　0　0　2　年
７８９

　
１０

　
１１

　
１２

○
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
の
た
め
に
初
の
法
律
と
な
る
「
特
別
措
置
法
」
が
、
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

○
内
閣
府
の
「
総
合
規
制
改
革
会
議
」
が
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表
。
福
祉
分
野
の
民
間
企
業
参
入
な
ど
を
求
め
る
⑩

◇
県
が
「
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
」
の
基
本
指
針
を
発
表

◇
県
の
調
査
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
介
護
保
険
導
入
後
３
年
で
、
約
４
倍
増
の　

施
設
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

８０

◇
横
浜
市
は
全
国
初
の
「
後
見
的
支
援
を
要
す
る
障
害
者
を
支
援
す
る
条
例
」
を
施
行

◇
横
浜
市
は
夜
間
・
休
日
に
悩
み
や
不
安
の
相
談
を
受
け
る
「
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
」
を
開
始

◇
川
崎
市
は
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談
状
況
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。
相
談
件
数
は
厚
生
労
働
省
推
計
の
約
５
倍

★
「
第　

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
乳
児
院
研
究
協
議
会
」
を
本
会
他
の
主
催
で
開
催
⑨

３８

★
「
第　

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会
」
を
本
会
他
の
主
催
で
開
催
⑧

４３

★
か
な
が
わ
外
国
人
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
―
外
国
人
医
療
の
あ
し
た
に
向
か
っ
て
―
」
を
開
催
⑧

○
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
で
、
昨
年
度
不
登
校
だ
っ
た
小
中
学
生
は
過
去
最
多
の　

万
人
を
超
え
る
こ
と
が
判
明

１３

○
厚
生
労
働
省
は
来
年
度
改
定
さ
れ
る　

歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
確
実
と
公
表

６５

○
日
本
精
神
神
経
学
会
は
「
精
神
分
裂
病
」
の
呼
称
を
「
統
合
失
調
症
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定

◇
瀬
谷
区
は
中
学
生
専
用
電
話
相
談
「
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
瀬
谷
」
を
開
設
。「
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
」
を
中
学
生
約
３
、０
０
０
人
に
配
布

◇
療
護
施
設
自
治
会
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
第
６
回
療
護
施
設
と
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
本
県
で
開
催
⑨

○
国
土
交
通
省
は
白
ナ
ン
バ
ー
や
普
通
免
許
で
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
を
認
め
、
来
年
始
め
の
実
現
を
目
指
す
。
社
協
等
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
朗
報

○
坂
口
力
厚
生
労
働
大
臣
は
老
人
保
健
制
度
を
廃
止
し
、
年
齢
・
所
得
に
応
じ
負
担
割
合
を
調
整
す
る
高
齢
者
医
療
の
抜
本
改
革
案
を
固
め
る

○
厚
生
労
働
省
が
新
し
い
少
子
化
対
策
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
―
少
子
化
対
策
の
一
層
の
充
実
に
関
す
る
提
案
」
を
総
理
に
提
出
⑫

○
文
教
施
設
協
会
「
学
校
用
家
具
に
関
す
る
調
査
研
究
委
員
会
」
は
特
殊
教
育
諸
学
校
の
学
校
家
具
の
使
用
状
況
等
を
調
査
し
報
告
書
に
ま
と
め
る

◇
藤
沢
市
の
民
間
団
体
が
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
で
被
害
を
被
っ
た
子
供
た
ち
を
支
援
す
る
「
湘
南
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

★
「
第　

回
か
な
が
わ
高
齢
者
文
化
祭
」「
第
１
回
か
な
が
わ
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」
を
開
催
⑩

１４

○
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」
が
施
行
。
公
共
施
設
、
交
通
機
関
へ
の
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬
の
同
伴
を
保
護

◇
横
浜
市
内
の
特
養
入
所
待
機
者
が
約
６
、
４
０
０
人
。
要
介
護
３
以
上
が
半
数
を
超
え
る
こ
と
が
判
明

◇
藤
沢
市
は
市
民
の
学
習
の
機
会
の
提
供
と
生
き
が
い
、
健
康
作
り
等
の
支
援
を
目
指
し
た
「
市
生
涯
学
習
大
学
か
わ
せ
み
学
園
」
を
開
校

★
第　

回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
。
日
頃
の
功
績
を
讃
え
９
９
７
人
・
１
２
４
団
体
が
受
賞
⑪

５１

★
２
０
０
１
年
希
望
の
年
記
念
事
業
「
共
生
社
会
と
市
民
活
動
を
考
え
る
〜
希
望
の
年
に
芽
生
え
た
芽
を
明
日
に
」
を
本
会
他
の
主
催
で
開
催
⑪

★
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
協
議
会
準
備
委
員
会
と
あ
し
す
と
が
「
か
な
が
わ
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
研
究
・
交
流
集
会
」
を
開
催
⑪

★
第
三
者
評
価
事
業
仕
組
み
検
討
委
員
会
が
、
第
三
者
評
価
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
指
針
を
公
表
⑪

○
会
計
検
査
院
の
昨
年
度
調
査
で
、
認
可
保
育
所
の
定
員
オ
ー
バ
ー
の
放
置
で
国
庫
負
担
金
が
必
要
以
上
に
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

○
厚
生
労
働
省
は
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
に
対
し
、
自
宅
を
担
保
に
生
活
費
を
融
資
す
る
「
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度
」
の
要
綱
案
を
公
表

◇
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
（
大
磯
町
）
を
訪
問
。　

月
に
は
愛
名
や
ま
ゆ
り
園
（
厚
木
市
）
に

１２

○
福
祉
分
野
へ
の
民
間
参
入
な
ど
を
認
め
た
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
」
が
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
⑫

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
）
の
改
正
案
が
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
。
対
象
と
な
る
活
動
分
野
の
追
加
の
ほ
か
要
件
等
が
緩
和

○
政
府
は
公
的
年
金
の
支
給
額
の
引
き
下
げ
を
決
定
。
介
護
報
酬
は　

年
４
月
か
ら
２
・
３
％
減
額
。
母
子
家
庭
向
け
児
童
扶
養
手
当
は　

月
か
ら
減
額
を
実
施

１５

１０

○
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
が　

年　

月
か
ら
「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
」
に
な
る
こ
と
が
参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

１５

１０

◇
８
月
の
人
事
院
勧
告
を
受
け
、　

都
道
府
県
全
て
の
議
会
で　

年
度
改
定
給
与
条
例
の
削
減
が
可
決
・
成
立
。
本
県
の
削
減
率
は
２
・　

％

４７

１４

０５

◇
厚
生
労
働
省
神
奈
川
労
働
局
の
集
計
で
、
民
間
企
業
の
身
体
・
知
的
障
害
者
の
実
雇
率
が
法
廷
雇
用
率
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明

◇
川
崎
市
は
児
童
相
談
所
と
連
携
し
、
児
童
虐
待
の
恐
れ
の
あ
る
家
庭
を
訪
問
し
相
談
等
に
応
じ
る
「
子
ど
も
家
庭
支
援
員
事
業
」
を
開
始

★
平
成　

年
度
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
協
議
会
を
本
県
主
催
で
開
催

１４

▽
平
均
寿
命
過
去
最
高
を
記
録
。
男
女
と
も
世
界
一
に

▽
中
国
製
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
で
女
性　

人
が
肝
障
害

１０

▽
横
浜
市
さ
ざ
ん
か
学
園
元
職
員
の
、
公
務
労
災
の
公
務
外
認

定
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
行
政
訴
訟
は
、
原
告
側
勝
訴

▽
堀
江
謙
一
さ
ん
、
太
平
洋
横
断
に
再
び
成
功

▽
小
泉
首
相
訪
朝
、
拉
致
問
題
を
中
心
に
金
総
書
記
と
会
談

▽
知
的
障
害
者
の
サ
ッ
カ
ー
国
際
大
会
開
催

▽
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
稼
動
。

▽
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
隠
し
発
覚

▽
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
の
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」
多
摩
川
に
出
没

▽
日
銀
、
銀
行
保
有
株
を
直
接
買
い
取
り
へ

▽
ア
ジ
ア
大
会
、
韓
国
釜
山
で
開
催

▽
長
野
県
知
事
選
、
田
中
氏
が
再
選

▽
大
リ
ー
グ
イ
チ
ロ
ー
、
２
年
連
続
２
０
０
安
打
達
成

▽
東
京
千
代
田
区
で
「
路
上
喫
煙
禁
止
条
例
」
が
施
行

▽
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
５
人
が
一
時
帰
国

▽
東
大
名
誉
教
授
小
柴
氏
と
島
津
製
作
所
田
中
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞

▽
バ
リ
島
連
続
爆
破
テ
ロ
事
件

▽
モ
ス
ク
ワ
劇
場
武
装
勢
力
占
拠
事
件

▽
日
朝
交
渉
再
開

▽
北
朝
鮮
核
開
発
凍
結
解
除
を
表
明

▽
国
連
イ
ラ
ク
査
察
開
始

▽
毒
物
カ
レ
ー
事
件
、
和
歌
山
地
裁
は
林
真
須
美
被
告
に
死
刑

求
刑
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県
社
協
の�

　

去
る
十
二
月
十
三
日
、「
児
童
虐
待
防
止
法
の
改

正
を
求
め
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
民
集
会
・
パ
レ

ー
ド
実
行
委
員
会
」
の
主
催
で
、
市
民
集
会
が
東
京

都
千
代
田
区
の
日
比
谷
公
会
堂
で
、
パ
レ
ー
ド
は
日

比
谷
か
ら
銀
座
通
り
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
民
参
加
型
の
集
会
」に
し
よ
う
と
の
発
意
の
も

と
、
全
国
か
ら
市
民
や
児
童
福
祉
関
係
者
ら
約
三
千

人
が
集
っ
た
今
回
の
集
会
に
、
本
県
か
ら
も
本
会
並

び
に
本
県
実
行
委
員
、
児
童
福
祉
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
が
参
加
を
呼
び
か
け
、
二
百
五
十
余
名
の

参
加
者
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

市
民
集
会
で
は
、
今
年
、
虐
待
で
幼
い
命
を
な
く

し
た
全
国
六
十
一
名
の
児
童
の
名
前
が
司
会
者
よ
り

こ
と
」
の
言
葉
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
続
い
て
行

わ
れ
た
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ビ
オ

ラ
の
四
重
奏
に
よ
る
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」「
翼
の
調
べ
」

は
、
鎮
魂
歌
の
よ
う
に
一
層
切
な
く
心
に
響
き
、
場

内
は
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
、
師
走
の
寒
い
時
期
に
夜
道
を
歩

く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
者
へ
の
心
配
り
か

ら
、
ホ
カ
ロ
ン
と
ペ
ン
ラ
イ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
本
県
の
受
付
で
は
、
県
内
か
ら
の
参
加
か
ど

う
か
を
見
分
け
る
た
め
に
、
忠
臣
蔵
の
討
ち
入
り
に

真
似
て
、
合
言
葉
で
「
ペ
ン
ラ
イ
ト
と
言
え
ば
、
ホ

カ
ロ
ン
と
答
え
た
人
に
渡
そ
う
か
」
な
ど
の
楽
し
い

会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
児
童
虐
待
防
止
法
と
児
童
福
祉
法
の
改
正
」を
求

め
る
今
回
の
集
会
は
、
一
日
だ
け
の
集
会
・
パ
レ
ー

ド
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
般
の
方
に
児
童
虐
待
の

切
実
さ
は
伝
わ
り
難
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
子
ど
も
た
ち
の
真
の

福
祉
」
が
、
パ
レ
ー
ド
で
配
ら
れ
た
ホ
カ
ロ
ン
の
ほ

の
か
な
温
も
り
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
の
手
に
よ

っ
て
広
が
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
本
県
実
行
委
員
会
）

紹
介
さ
れ
、
参

加
者
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
ま
し

た
。ま
た
、実
行

委
員
会
の
森
田

ゆ
り
実
行
委
員

長
の
挨
拶
は
、

ひ
し
ひ
し
と
訴

え
る
も
の
が
あ

り
、
中
で
も

「
忘
れ
て
は
い

け
な
い
も
の

は
、
諦
め
な
い

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
と
ホ
カ
ロ
ン
の
温
も
り
の
中
で

―
児
童
虐
待
防
止
市
民
集
会
・
パ
レ
ー
ド
か
ら
―

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　１０月２７日、「第５回介護支援専門員実務研修受講試験」が東海大学湘南校舎で実施
され、その結果がまとまりました。
　受験者は４，７８５人で、ここ数年減少を続けてきた受験者数が、前年度比５１０人の増
となりました。男女比は昨年とほぼ同じく女性が８３％を占めました。
　合格者は１，６６９人（最高齢７５歳）と、前年度比１００人減。合格率は過去最低の３４．９％
（これまでは平成１２年度の３８．９％）という結果になっています。
　実務研修は１月中旬から、本会かながわ福祉人材研修センターのほか、県指定の
研修実施機関で実施されます。 （試験実施本部）

本年度ケアマネ実務研修受講試験結果のお知らせ

試験実施結果（職種別合格状況）
職種別比率（％）合格者数（人）

職　　種
１３年度１４年度１３年度１４年度
３１．８３６．４５６２６０７介護福祉士
２９．５２７．０５２２４５１看護師
７．１５．８１２６９７相談業務従事
３．６５．０６３８４社会福祉士
５．１４．７９１７８介護業務従事
５．５４．３９７７１准看護師
３．７３．８６６６４歯科衛生士
３．１３．２５４５３薬剤師
２．８２．４４９４０栄養士
２．５１．７４４２９保健師
１．００．９１７１５作業療法士
０．５０．８８１３柔道整復師
０．８０．７１５１２あん摩マッサージ指圧師
１．３０．７２４１１理学療法士
０．３０．６６１０医師
０．１０．５３９助産婦
０．５０．５８９はり師
０．５０．５８８歯科医師
０．３０．５６８その他国家資格
１００１００１７６９１６６９合　　計

「子どものいのちを未来へつなぐために」極寒の
夜空の下、参加者の熱い思いがひとつになった
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図 書

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料

【
施
設
部
会
】
星
の
子
保
育
園
、
知
的
障
害
者

通
所
授
産
施
設
中
沼
コ
ス
モ
ス
学
園
、
知
的
障

害
者
通
所
更
生
施
設
中
沼
コ
ス
モ
ス
学
園

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
に
係
る
集
会

◇
内
容
＝
準
備
委
員
会
に
よ
る
基
調
報
告
と
、

佐
藤
知
恭
氏
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー

ル
ド
代
表
）
の
講
演
の
ほ
か
、
分
野
別
分
科
会

◇
日
時
＝
２
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

１５

１０

１６

３０

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
参
加
費
＝
５
千
円
（
資
料
・
昼
食
代
）

◇
〆
切
り
＝
２
月　

日
�

１０

◇
申
込
み
＝
本
会
企
画
課

�　

―　

―
１
４
２
３

０４５

３１１

　
　

―　

―
６
３
０
２

FAX
０４５

３１２

第　

回
社
会
福
祉
研
究
発
表
大
会

４１
◇
内
容
＝
「
変
わ
り
ゆ
く
家
族
像
〜
福
祉
現
場

の
対
応
の
あ
り
方
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
児
童

・
高
齢
・
障
害
の
現
場
責
任
者
の
方
を
迎
え
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
分
科
会
（「
児
童
の
ケ
ア
」

「
障
害
者
の
ケ
ア
①
・
②
（
水
中
毒
）・（
地
域

生
活
支
援
）」「
子
育
て
支
援
」「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
地
域
・
人
材
支
援
」）

◇
日
時
＝
２
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

１４

１０

１６

４５

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
参
加
費
＝
２
千
円
（
資
料
代
）

◇
〆
切
り
＝
２
月
７
日
�

◇
問
合
せ
＝
本
会
研
修
研
究
課

�　

―　

―
１
４
２
９

０４５

３１１

　
　

―　

―
０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

障
害
者
Ｉ
Ｔ
普
及
推
進
研
修

◇
内
容
＝
鈴
木
治
郎
氏
（
県
障
害
者
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）、
浜
田
英
雄
氏
（
㈱

ユ
ー
デ
ッ
ト
主
任
研
究
員
）
に
よ
る
講
義
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
体
験
（
参
加
費
無
料
）

◇
対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
の
で
き
る
身

体
障
害
者
の
方
（
定
員　

名
、
先
着
順
）

１０

◇
日
時
＝
２
月　

日
�　

時
〜　

時

１４

１４

１６

◇
会
場
＝
ア
ガ
ペ
セ
ン
タ
ー

◇
〆
切
り
＝
１
月　

日
�

３１

◇
問
合
せ
＝
本
会
と
も
し
び
普
及
課

�　

―　

―
１
１
２
１
内
線
３
２
０
２

０４５

３１２

　
　

―　

―
０
１
２
１

FAX
０４５

３２２

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
県
大
衆
音
楽
協
会
▽
妙
深
寺
婦
人
会

▽
㈱
小
田
原
ジ
ム
キ
▽
日
本
手
芸
普
及
協
会
キ

ル
ト
リ
ー
ダ
ー
ズ
神
奈
川
▽
藤
岡
昭
夫
▽
田
中

良
平
▽
脇
隆
志 

（
計
六
八
七
、九
七
五
円
）

役
員
会
の
う
ご
き

◇
理
事
会
＝　

月　

日
・
①
正
会
員
入
会
、
②

１２

１７

本
会
事
務
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
（
案
）、
③
本
会
職
員
給
与
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
④
本
会
事
務
局
職
員

の
給
与
月
額
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
定
（
案
）、
⑤
本
会
事
務
局
職
員
の

管
理
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
（
案
）、
⑥
本
会
特
例
一
時
金
に

関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
（
案
）、
⑦
平
成

　

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算

１４（
案
）、
⑧
平
成　

年
度
本
会
事
業
取
り
組
み

１５

方
針
に
つ
い
て

◇
新
会
員
紹
介

【
経
営
者
部
会
】
�福

 

足
柄
緑
の
会

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
日
発
睦
会
総
務
部
会
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題

研
究
会
▽
長
瀬
清
志
税
理
士
事
務
所
▽
秋
山

神奈川県石油業協同組合様
より、交通遺児のためにご
寄付をいただきました。

★福祉サ－ビス実践事例集～施設長の役割
と工夫（日本福祉施設士会、筒井書房）
★聞きとって・ケア～コミュニケ－ション
としての庶民史（野村拓他、かもがわ出版）
★なぜ介護事業者はトラブルを起こすの
か？（沖野達也、中央法規）
★ユニットケア最前線（特養・老健・医療
施設ユニットケア研究会、医歯薬出版）
★やさしい自閉症のススメ（藤村出、横浜
やまびこの里）
★オロオロしなくていいんだね～ＡＤＨＤ
サバイバルダイアリ－（白井由佳、花風社）
★子育て支援の現在～豊かな子コミュニ
ティの形成を（垣内国光他、ミネルヴァ書
房）
★子ども・若者の参画～Ｒ．ハ－トの問題
提起に応えて（子どもの参画情報センタ－、
萌文社）

資 料

★かながわにおける福祉サ－ビス第三者評
価の仕組みのあり方に関する基本方針／か
ながわ外国人医療フォ－ラム２００２報告書
（本会）
★福祉サ－ビス苦情解決ハンドブック（岡
山県運営適正化委員会）
★保健福祉施設における利用者の財産管理
・日常的金銭管理のあり方研究会報告書（山
口県社協）
★日本ケアマネジメント学会公開講座第１
回神奈川県介護支援専門員研究大会（神奈
川県介護支援専門員協会）
★介護サ－ビス市場の一層の効率化のため
に～介護サ－ビス価格に関する研究（内閣
府）
★公立保育所ならではの特色を活かした取
り組みにむけて（全国保育協議会）
★わたぼうし～旭区子育て応援隊たんぽぽ
情報誌（旭区子育て応援隊たんぽぽ）
★今日の地域福祉ニ－ズの実態と福祉サ－
ビス提供体制に関する調査研究報告書（社
会福祉・医療事業団）
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前
回
は
、「
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
協
会
」
で
の
、
人
材
育
成
の
よ
う
す
を
ご

紹
介
し
な
が
ら
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
効
果
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
キ
ル
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
を
伸
ば
す
組
織
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
」（
所
在
地：

東
京
都
中
央
区
）
を
訪
ね
、
社
員
個
々

の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
を
、
実
際
の
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
る
事
例
等
を
ご
紹
介
し
な
が

ら
、
知
識
や
情
報
を
共
有
し
合
う
こ
と
の
意
味
と
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
組
織
の
力
に
結
び
つ
け
る

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
�

連載

ヤマト運輸株式会社
設　　立：大正８年１１月
資　本　金：１，２０５億４，７００万円
代　表　者：有富慶二
社　員　数：９６，１６８人
主な事業：宅急便・引越等の市
民生活関連運送、調達から配達
まで最適物流アウトソーシング
サービスを行うロジスティク事
業ほか
所　在　地：〒１０４－８１２５
東京都中央区銀座２－１６－１０

�０３－３５４１－３４１１（大代表）
URL:http://www.kuronekoya-

mato.co.jp/

　

デ
フ
レ
や
規
制
緩
和
な
ど
経
済
環
境

の
変
化
が
激
し
い
今
日
に
お
い
て
、
企

業
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
方
針
や
手
法

に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
既
存
の
事
業

の
枠
組
み
を
超
え
た
、
新
し
い
戦
略
を

打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
最
近
で
は
社
員
の
持
つ
知
識

や
発
想
を
企
業
全
体
で
共
有
し
、
活
用

し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
内
の
情
報

の
四
〇
％
は
、
人
の
頭
の
中
に
存
在
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
頭
の

中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る「
長
年
の
経
験
」

や
「
勘
」
等
の
「
暗
黙
知
」
を
ど
う
引

き
出
し
、
活
字
や
言
葉
に
よ
っ
て
蓄
積

さ
れ
て
い
る
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
報

告
書
」
な
ど
の
「
形
式
知
」
と
を
い
か

に
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
か
。
ま

た
、
そ
れ
を
系
統
化
し
て
活
用
で
き
る

組
織
を
、
ど
う
作
り
あ
げ
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

微
笑
ま
し
い
黒
猫
親
子
の
マ
ー
ク
で

お
な
じ
み
の
「
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
」
の
創

立
は
大
正
八
年
。
昭
和
五
十
一
年
に

は
、「
宅
急
便
」
と
い
う
商
品
名
で
、
家

庭
か
ら
家
庭
に
荷
物
を
お
届
け
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
。
以
降
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
様
々
な
商
品
を
開
発
、
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
大
口
企
業
か
ら
請
け
負
っ
て
大
口

貨
物
配
送
す
る
こ
れ
ま
で
の
物
流
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
個
々
の
お
客
様
の
ご

要
望
に
柔
軟
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
、
小

口
貨
物
を
扱
う
『
宅
急
便
』
を
始
め
ま

し
た
。
宅
急
便
に
は
、
田
舎
の
お
母
様

か
ら
都
会
に
住
む
お
子
様
へ
の
仕
送
り

や
祖
父
母
様
か
ら
お
孫
様
へ
の
贈
り
物

な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
に
お
客
様
の
様
々

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
思
い
を
お
荷
物
と
と
も
に
大
切
に

運
び
届
け
た
い
。
こ
の
気
持
ち
は
、
弊

社
の
社
訓
に
『
ヤ
マ
ト
は
我
な
り
』『
運

送
行
為
は
委
託
者
の
意
思
の
延
長
と
知

る
べ
し
』
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
員
は
皆
自
社
の

代
表
と
し
て
の
責
務
と
役
割
を
担
う
と

と
も
に
、
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
、

さ
ら
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス

を
創
造
し
、
主
体
的
に
行
動
し
て
い
く

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

十
万
人
い
る
弊
社
の
社
員
一
人
ひ
と
り

が
、
自
分
の
行
動
や
対
応
が
直
接
弊
社

の
評
価
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
、
常
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

探
求
し
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま

す
」
と
広
報
部
広
報
課
の
稲
葉
陽
子
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

会
社
の
代
表
で
あ
る
個
々
の
社
員

の
、主
体
的
な
行
動
が
会
社
を
作
る
。そ

の
言
葉
の
通
り
、
社
員
の
ア
イ
デ
ア
が

採
用
さ
れ
、
全
国
レ
ベ
ル
で
事
業
化
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の『
ス
キ
ー
宅

急
便
』
は
、
長
野
県
の
あ
る
店
舗
の
社

員
が
、
林
檎
の
収
穫
期
以
降
配
送
が
少

な
く
な
る
冬
季
に
、
ス
キ
ー
板
や
大
き

な
バ
ッ
グ
を
運
ぶ
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
見
か

け
、
そ
の
負
担
が
軽
減
で
き
れ
ば
と
考

案
し
ま
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
共
働

き
や
単
身
で
お
荷
物
が
届
く
の
を
待
っ

て
い
る
時
間
が
な
い
ご
家
庭
の
た
め

の
、『
時
間
帯
お
届
け
』
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
考
案
さ
れ
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
背
景
に
は
、
社
員
が
自
由
闊
達

に
発
言
で
き
、
ア
イ
デ
ア
を
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
職
場
環
境
が
あ
る
か
ら
だ

と
考
え
ま
す
。
弊
社
で
は
、
店
舗
内
で

社
員
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
の
中
で
知
恵
を
出
し
合
い
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
受
け
持
つ
地
域
の
特
性
や
お

客
様
の
声
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
業
務
を
効
率
化
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
成
功
事
例

を
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
も
伝
え
、
活
用

荷
物
に
込
め
ら
れ
た
「
気
持
ち
」
を
運
ぶ

「
知
識
経
営
」
は
社
員
の
力
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
成
功
体
験
を
伝
え
て
い
く

荷物に込められたお客様の気持ちを思う時、
またひとつ新しいサービスが生まれる
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　当作業所は、パソコンを主体とした作業所
で、平成１０年に開所いたしました。
　私自身中途障害で車いすを使用する者です
が、就職にまでいかない肢体に障害を持つ者
の活動の場が大変少なく思い開所しました。
　現在は利用者２４名スタッフ５名で、２０数台
のパソコンを仕事、勉強、コミュニケーショ
ンの道具として活動しています。
　当作業所では、障害を持つ者にとってパソ
コンは、『可能性を秘めた箱』として捉えてい
ます。なぜならパソコンは、障害によって低
下してしまった身体機能を補ったり、秘めて
いる『能力』を引き出したり、高めたりする
と考えるからです。様々なパソコンのテクノ
ロジーを組み合わせることによって、今まで
不可能だったことが可能になり、困難なこと
が容易になります。
　また、インターネットを活用することによ
って、いろいろな情報が得られ、逆に情報を
提供することもできます。その得た情報が外
に出る勇気やきっかけになり社会参加へとつ
ながります。E-mailを用いれば、友達や家族
はもちろん、知り合うことのできなかった人
たちとの交流を通して様々な経験を積むこと
もできます。
　さらには、障害を持つ者にとってのパソコ
ンは、上記の可能性を発展させ、『就労』にも
結びつきます。自分の力で得られる収入の喜
び、など、就労は自立の一歩になります。
　現在では、企業に就職できる人や障害を持
つ者自身がパソコンボランティアとして活動
する人も増えてきています。
　パソコンを最大限に利用することによっ
て、『障害者として』ではなく、『人間として』
当たり前に社会で暮らすノーマライゼーショ
ンの社会が可能になると考えます。

「障害者の自立と
　　可能性を求めて」

障害者地域作業所
　「アスタＰＣ」
所長　岡村道夫
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今月のまとめ�

今月のまとめ�
　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
社
員
の

持
つ
知
識
や
発
想
を
企
業
全
体
で
共
有

し
、
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組

み
は
、
職
員
個
々
の
「
長
年
の
経
験
」

や
「
勘
」
等
を
必
要
と
し
て
い
る
の
に
、

掘
り
起
こ
し
と
活
用
が
上
手
く
で
き
ず

に
い
る
、
福
祉
業
界
に
こ
そ
必
要
な
考

え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
手
法
に
は
、
い
い
面
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
現
場
に
一
番

近
い
職
員
の
提
案
だ
か
ら
こ
そ
、
利
用

者
が
望
ん
で
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し

や
す
い
と
い
う
点
。
そ
し
て
、
人
か
ら

の
指
示
で
は
な
く
、
自
分
達
で
発
想
し

た
提
案
に
は
、
責
任
を
持
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
め
る
と
言
う
点
で
す
。

　

一
人
の
失
敗
も
成
功
も
全
員
で
共
有

し
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
い

く
。
こ
れ
が
、「
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」で
す
。ナ
レ
ッ
ジ
と
は
、デ
ー
タ

や
情
報
、
知
識
、
知
恵
等
を
包
括
し
た

も
の
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
か

と
思
い
ま
す
。
ナ
レ
ッ
ジ
か
ら
価
値
あ

る
も
の
を
抽
出
し
、
皆
で
共
有
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
新
た
な
ナ
レ
ッ
ジ
が
創

造
し
や
す
く
な
る
環
境
を
、
ど
う
構
築

す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
効
率
的
に
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
一
つ
の
手
法
と
し

て
是
非
一
度
、
こ
の
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
理
解
し
、
現
場
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
手
法
の
本
来
の
目
的

を
忘
れ
単
な
る
仕
組
み
と
し
て
捉
え
る

と
、
必
ず
失
敗
す
る
と
い
う
こ
と
も
、

最
後
に
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

（「今月のまとめ」協力）㈱川原経営総合センター福祉経営指導一部
�03－3289－0867　URL:http://www.kawahara-group.co.jp/

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
全
体

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
」
と
言
葉

を
続
け
ま
す
。

　

今
後
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、
現
在
全
国

に
あ
る
約
三
千
店
舗
を
五
千
店
舗
に

し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
「
店
舗
を
広
げ
る
こ
と
は
同
時
に
、

責
任
と
権
限
を
今
ま
で
以
上
に
第
一
線

の
社
員
に
委
譲
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
一
国
一
城
の

主
と
し
て
自
社
を
背
負
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
性
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う

構
築
し
て
い
く
か
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

Y

ろ
で
す
。
ま
た
、
昨
年
八
月
に
は「 
―

V
enture

D
ream

 
        
    
（
ワ
イ
ベ
ン
チ
ャ
ー

ド
リ
ー
ム
）」と
い
う
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー

制
度
を
設
立
し
、
従
来
の
事
業
に
こ
だ

わ
ら
な
い
柔
軟
で
斬
新
な
社
員
の
ア
イ

デ
ア
を
、
社
を
あ
げ
て
支
援
し
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。『
宅
急
便
』
に
始
ま
り
、
弊
社
で
は

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
打
ち
出
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
功
体
験
に
依
存
し
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
個
々
の
社
員

が
常
に 
０ 
ベ
ー
ス
で
業
務
を
見
直
せ
る

ゼ
ロ

環
境
作
り
を
す
る
こ
と
。そ
し
て
、日
々

の
業
務
を
固
定
的
に
捉
え
な
い
で
、
い

つ
も
お
客
様
の
便
利
を
考
え
、
新
し
い

発
想
や
方
法
を
提
案
し
て
く
社
員
の
姿

勢
を
、
様
々
な
形
で
奨
励
し
て
い
く
組

織
作
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
結

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　
（
企
画
課
）

ア
イ
デ
ア
の
生
か
さ
れ
る
環
境
を
作
る
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　美術部とボランティア部の顧問をしていた佐脇先生
が、美術と福祉を一緒に考えてほしいと「ともしび絵
本」製作を３年生の美術の授業に取り入れたことがき
っかけとなり、作品を製作したという兼子さん。
　動物が登場する作品を作りたいと思った兼子さん
は、日頃思っている「友だちが大切」をヒントに、「力
を合わせれば何でもできる」お話にしようと決めた。
しかし、どんな絵にしたら皆に分かりやすくなるか随
分悩んだそうです。
　「文字を入れずに
絵だけで表現して思
いを伝えたかった。
大賞受賞はとても嬉
しいです。これから
の励みになります」
と、はにかむような
表情で微笑んでいた
のがとても印象的で
した。　
（写真・文　菊地信夫）

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

養護ホーム（平塚市）

①① ③③

②② ④④

⑤⑤ ⑦⑦

⑥⑥ ⑧⑧

⑨⑨ ⑪⑪

⑩⑩ ⑫⑫ ⑬⑬

絵本の部
「ともしび大賞」

作品紹介

私立鶴見女子高等学校
３年　兼子朋美さん
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